
２０２０年も残すところあと僅かとなりました。みなさんにとって、今年はどんな一年だった

でしょうか。世界中に新型コロナウイルスが蔓延し、これまでとは違った生活様式を求められ、

学校生活も異なったスタイルとなりました。ですが、コロナ禍を過ごす中で見えてきたみんなの

良さもありました。マスクの着用や昼食時は静かに食べようなど、学校全体の方針に対して、一

丸となって取り組める姿勢。３つの密になりそうなとき、互いに声かけをして予防しようとする

態度。窮屈な生活スタイルの中でも、メリハリをつけて楽しめる心構え。収束するまでしばらく

時間はかかりそうですが、学年の良さをwithコロナの生活で継続していけるといいですね。
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第４回漢字テスト・英単語テスト（満点者）

宿泊研修 ～尾鷲・熊野～

1２月の行事予定

４日（金） スポーツ大会 ２３日（水） 全校集会（６限目）

８日（火） 頭髪服装指導 ２４日（木） 冬期休業（～１月７日）

１０日（木） 校友会本部役員改選選挙 ２４日（木） Ｓ講座冬期課外①

１４日（月） 人権学習（５・６限目） ２５日（金） Ｓ講座冬期課外②

１８日（金） 第５回漢字テスト

２１日（月） 大掃除

今年度の宿泊研修は、コロナ禍のため実施が危ぶまれていました。県内の感染状況などを鑑

み、当初の予定より一ヶ月遅らせ無事に行くことができました。秋休み明けから「尾鷲・熊野」

について事前学習で調べましたが、実際に自分たちの目で見て、手で触れて、耳で聞くことでよ

り理解が深まったのではないでしょうか。日常生活ではなかなか体験できないことや生で見る機

会が滅多にないことなど、貴重な時間を過ごすことができました。百聞は一見にしかず。今回の

宿泊研修をより一層「三重を知る」きっかけにして、更に、三重県の素晴らしさを他県・海外に

広げていけるよう事後学習を進めていきます。そして、自分たちが感じた学年の良さ、また、改

善点を意識して今後の学校生活を過ごしていきましょう。

２学期中間考査を終えて

１２月１～３日に中間考査がありました。テスト返却は来週ですが、点数以上に大切なのは、

解けなかった問題や自信の無い問題を解き直すことです。今後の実力テストや大学入試では、知

識を活用する（思考力を試す）問題が増加していきます。そこで、定期考査は決められた範囲の

中での理解度と定着度を測り、自分が苦手としている部分を発見してくれます。その苦手を放置

してしまうと、思考力問題には立ち向かえません。理解度と定着度を高めるためには、普段の授

業をしっかり聴き、理解する姿勢が大切です。受け身ではなく、疑問があるときは遠慮なく質問

していきましょう。授業前は知らなくて（分からなくて）当然ですが、過ぎてしまうとなかなか

後戻りできません。

「聞くは一時の恥 聞かぬは一生の恥」ということわざを知っていますか？

知らないことを人に聞くのは、そのときは恥ずかしいかもしれませんが、聞かなければ一生知らない

まま過ごすことになるので、その方が恥ずかしい。という意味です。知らないことや分からないことを

正直に「知りません」「分かりません」と伝え、「教えてください」と言うことはとても勇気がいるこ

と。ですが、分からないことをそのままにするのではなく、正直に質問する行動へ結び付けてほしいで

す。誰のためでもなく、自分のために。

A組 B組 学年平均

漢字テスト
伊藤・栗原・永井・中村・中山

山本

内田・楠木・中山・西尾

ハンズリー・藤田・山中
91.5

英単語テスト
淺原・伊藤・栗原・小林・中北

中山・山本

上野・内田・楠木・榊原・西尾

ハンズリー・藤田
96.3


